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［
販
売
課
］
中
部
局
で
は
、「
木
づ
か
い
推
進

月
間
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
十
月
に
お
い
て
、

長
野
県
が
定
め
る
「
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ
く
り

県
民
運
動
推
進
強
調
月
間
」
と
合
わ
せ
、
民
国

連
携
に
よ
る
森
林
づ
く
り
へ
の
参
加
や
木
材
利

用
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
を

目
的
に
、
長
野
林
政
協
議
会
活
動
の
一
環
と
し

て
パ
ネ
ル
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
二
回
目
と
な
る
本
展
示
は
、
十

月
十
六
日（
土
）か
ら
十
月
三
十
一
日（
日
）ま

で
の
間
、長
野
駅
前
ビ
ル
の
「
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」

五
階
特
設
会
場
に
お
い
て
、
森
林
の
働
き
や
役

割
、
地
域
材
利
用
や
国
有
林
の
取
組
に
つ
い
て

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
パ
ネ
ル
、
木
工
品
な
ど
を
展

示
し
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
三
十
日（
土
）と

三
十
一
日（
日
）に
は
、カ
ン
ナ
屑
プ
ー
ル・ウ
ッ

デ
ィ
福
笑
い
や
マ
イ
箸
作
り
な
ど
を
通
じ
て
木

に
直
接
触
れ
て
、
木
の
香
や
ぬ
く
も
り
を
体
感

し
て
も
ら
い
、
森
林
の
大
切
さ
・
地
域
材
の
利

用
な
ど
に
つ
い
て
普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
十
一
月
三
日（
水
）「
文
化
の
日
」
に

は
長
野
県
木
材
青
壮
年
団
体
連
合
会
主
催
に
よ

る
木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
が
軽
井
沢
町

「
脇
田
美
術
館
」
で
実
施
さ
れ
、「
夢
の
秘
密
基

地
」
を
題
材
に
中
部
森
林
管
理
局
長
賞
を
受
賞

し
た
小
学
六
年
生
の
勝
野
仁
美
さ
ん
に
森
林
整

備
部
長
か
ら
賞
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
木
づ
か
い
推
進
月
間
な

ど
に
つ
い
て
は
、
民
国
連
携
に
よ
る
よ
り
効
果

的
な
活
動
の
推
進
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
木
づ
か
い
推
進
月
間
中
の

十
月
十
八
日（
月
）に
、
岐
阜
県
木
材
利
用
推
進

協
議
会
（
後
藤
直
剛
会
長
）
と
名
古
屋
事
務
所

が
連
携
し
、
木
材
利
用
の
推
進
に
関
す
る
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
副
知
事
を
は
じ
め
、
県
議
会
議
長
、

林
政
部
に
対
し
て
、「
木
材
の
利
用
推
進
に
関

す
る
要
望
書
」
を
手
渡
し
て
、
公
共
建
築
物
の

木
造
化
、公
共
工
事
に
お
け
る
木
材
利
用
促
進
、

県
産
材
を
使
用
し
た
木
造
住
宅
の
建
設
促
進
、

さ
ら
に
は
、
森
林
整
備
の
た
め
の
路
網
開
設
の

重
要
性
を
訴
え
、
理
解
と
支
援
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

 

［
南
信
署
］
十
月
十
七
日（
日
）、
長
野
県
富
士

見
町
に
あ
る
西
岳
国
有
林
内
の
遊
々
の
森
「
多

摩
市
民
の
森
」
で
、
東
京
都
多
摩
市
の
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
多
摩
市
・
富
士
見
町
職
員
、
上

伊
那
森
林
組
合
や
当
署
職
員
約
四
十
名
が
参
加

し
て
、間
伐
材
の
搬
出
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
平
成
十
七
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

も
の
で
、
今
回
で
六
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

搬
出
し
た
間
伐
材
は
、
本
年
の
六
月
か
ら
七

月
ま
で
の
間
に
、
同
遊
々
の
森
で
多
摩
市
の
小

学
生
が
間
伐
体
験
で
伐
倒
し
た
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
、
一
・
六
㍍
に
玉
切
り
集
積
し
て

あ
っ
た
カ
ラ
マ
ツ
材
等
約
二
十
五
立
方
㍍
を
人

力
で
林
地
か
ら
林
道
端
ま
で
搬
出
し
ま
し
た
。

林
道
端
か
ら
は
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り
伊
那
市
内
の

上
伊
那
森
林
組
合
に
運
び
、
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
に

加
工
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

作
業
に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
代

表
鈴
木
氏
か
ら
「
こ
の
活
動
が
間
伐
材
の
有
効

利
用
、
ひ
い
て
は
緑
の
資
源
を
活
か
し
た
循
環

型
社
会
へ
の
貢
献
に
繋
げ
ら
れ
な
い
か
と
考
え

て
い
る
」
と
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
作
業
を
通
じ
て
、
上
・
下
流
の
連
携
を
深
め

つ
つ
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

が
増
え
る
こ
と
、
木
づ
か
い
運
動
が
国
民
全
体

に
広
が
る
こ
と
を
こ
の
地
で
作
業
し
て
き
た
千

名
を
超
え
る
小
学
生
や
関
係
者
は
期
待
し
て
い

ま
す
。

要望活動を行う名古屋事務所副所長
（岐阜県庁にて）

丸太を担いで搬出しトラックに積み込むボランティア

カンナ屑プールで
楽しむ子供

さ
ら
な
る
木
材
の
利
用
促
進
に
向
け
て

「
木
の
日
」の
要
望
活
動
を
実
施

さ
ら
な
る
木
材
の
利
用
促
進
に
向
け
て

「
木
の
日
」の
要
望
活
動
を
実
施

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
拡
大
に
向
け
て

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
拡
大
に
向
け
て

民
国
連
携
に
よ
る

活
動
実
施

民
国
連
携
に
よ
る

活
動
実
施
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［
指
導
普
及
課
］

［
木
曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
］

　

十
月
一
日
（
金
）・
二
日
（
土
）
の
二
日
間
、

中
部
森
林
管
理
局
管
内
（
長
野
、
愛
知
、
富
山
、

岐
阜
各
県
）
で
活
動
し
て
い
る
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
一
堂
に
会
し
て
、

団
体
等
の
さ
ら
な
る
資
質
の
向
上
と
連
携
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
広
く
一
般
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
国
民
参
加
の
森
づ
く
り
へ
の
理
解
や
、
森

林
環
境
教
育
の
重
要
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事

業
「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
携
推
進

会
議
」
が
、
松
本
市
の
後
援
に
よ
り
、
長
野
県

松
本
市
の
ア
ル
プ
ス
公
園
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
管
内
の
国
有
林
、
民
有
林
等
で
活
動
し
て

い
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
、

十
九
団
体
（
五
十
七
名
）
と
局
署
等
の
職
員
、

合
わ
せ
て
総
勢
七
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、意
見
交
換
や
情
報
交
換
を
通
じ
、

各
団
体
間
や
局
署
職
員
の
資
質
向
上
と
連
携
強

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
フ
リ
ー
ト
ー
ク
に
よ

る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

が
六
班
に
分
か
れ
、
冒
頭
の
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク

（
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
）
に
よ
り
、
参
加
者
の
気
持
ち

を
和
ら
げ
、
仲
間
意
識
や
雰
囲
気
の
醸
成
を

図
っ
た
後
、
各
団
体
の
現
況
報
告
、
抱
え
て
い

る
問
題
点
や
悩
み
、
意
気
込
み
や
価
値
観
な
ど

の
意
見
や
、
ま
た
、
解
決
策
や
同
調
す
る
意
見

な
ど
活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
最
後
に
各

班
の
代
表
者
か
ら
ト
ー
ク
内
容
の
報
告
が
あ

り
、
全
員
で
話
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
各

団
体
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
森
の

木
々
や
自
然
の
恵
み
を
使
っ
た
様
々
な
遊
び
や

体
験
・
学
習
を
通
じ
、
森
の
大
切
さ
や
役
割
、

ま
た
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等

の
活
動
や
取
組
に
つ
い
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
一

般
市
民
を
対
象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
す

る
イ
ベ
ン
ト
『
森
・
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ　

〜

自
然
と
遊
ぼ
う　

森
に
学
ぼ
う
〜
』
が
開
催
さ

れ
、
青
く
澄
み
渡
っ
た
秋
晴
れ
の
下
、
多
く
の

親
子
・
家
族
連
れ
が
会
場
で
あ
る
ア
ル
プ
ス
公

園
を
訪
れ
、「
わ
ら
細
工
」、「
ド
パ
ス
ア
ー
ト
」、

「
ブ
リ
ッ
ジ
積
木
」、「
竹
と
ん
ぼ
」、「
丸
太
切

り
と
薪
割
り
」、「
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ハ
ウ
ス
」、「
か

ん
な
く
ず
プ
ー
ル
」、「
ウ
ッ
デ
ィ
福
笑
い
」、「
森

の
宝
も
の
探
し
」、「
自
然
観
察
と
ク
ラ
フ
ト
」、

「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
実
演
」
の
計
十
一

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
、
延
べ
千
名
の
一
般
市

民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
、
押
し
寄
せ
た
大
勢

の
来
場
者
に
、
汗
だ
く
と
な
り
な
が
ら
も
、
安

全
面
に
細
心
の
注
意
を
は
ら
い
、
ま
た
懇
切
丁

寧
に
子
ど
も
達
に
接
し
、
森
の
大
切
さ
や
国
民

参
加
の
森
林
づ
く
り
、
森
林
環
境
教
育
を
Ｐ
Ｒ

す
る
と
同
時
に
、
各
団
体
の
活
動
や
存
在
を
お

お
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
体
験
し
て
い
る
子
ど
も
達
も
満
面
の

笑
み
を
浮
か
べ
、
笑
い
声
が
飛
び
交
い
、
親
子・

家
族
の
皆
さ
ん
も
、
揃
っ
て
終
始
和
や
か
に
、

そ
し
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
全
体
が
活
気
に
溢
れ
、
終
了
間
際
に

な
っ
て
も
参
加
者
が
絶
え
ず
、
大
変
盛
況
で
充

実
し
た
フ
ェ
ス
タ
と
な
り
ま
し
た
。

 

「
計
画
課
」
十
月
三
十
日
（
土
）
に
岐
阜
県
下

呂
市
小
坂
町
、
十
一
月
三
日
（
水
）
に
富
山
県

立
山
町
、
十
一
月
七
日
（
日
）
に
長
野
県
上
松

町
に
お
い
て
、「
森
林
計
画
に
関
す
る
地
域
住

民
と
の
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

国
有
林
で
は
、
管
理
経
営
の
方
針
、
方
法
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、五
年
を
一
期
と
し
た「
地

域
管
理
経
営
計
画
」、「
国
有
林
野
施
業
実
施
計

画
」
を
五
年
毎
に
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
管

ミニゲームにより参加者の気持ちを一体に

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

  
連
携
推
進
会
議
」を
開
催

竹とんぼづくりに夢中親子で丸太切り体験

参加者（団体）の皆さん

森
林
計
画
に
関
す
る

地
域
住
民
と
の
懇
談
会
を
開
催

森
林
計
画
に
関
す
る

地
域
住
民
と
の
懇
談
会
を
開
催
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地
元
中
学
生
が
職
場
体
験
学
習

〜
汗
を
流
し
森
林
・
林
業
を
学
ぶ
〜

理
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
回
の
懇
談
会
は
、

平
成
二
十
三
年
度
に
策
定
し
、
平
成
二
十
四
年

度
に
計
画
期
間
が
ス
タ
ー
ト
す
る
神
通
川
森
林

計
画
区
（
富
山
署
管
内
）、
木
曽
谷
森
林
計
画

区
（
木
曽
署
・
南
木
曽
支
署
管
内
）、
飛
騨
川

森
林
計
画
区
（
岐
阜
署
管
内
）
に
お
い
て
、
計

画
の
策
定
作
業
に
先
立
ち
、
地
域
住
民
の
方
々

に
地
域
の
国
有
林
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
国
有
林
へ
の
関
心
や
期
待
、
意
見
を
伺
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
ま
ず
、
国
有
林
の
現
地
に
お
い
て
、

森
林
の
現
況
や
間
伐
事
業
実
行
箇
所
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
の
状
況
な
ど
を
見
学
し
て
、

国
有
林
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
談
会
会
場
へ
移
り
、
森
林
計
画

区
の
概
要
や
森
林
管
理
署
に
お
い
て
日
頃
取
り

組
ん
で
い
る
事
柄
の
話
題
提
供
を
行
っ
て
か

ら
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
発
言
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
の
進
行
は
森
林
に
関
す
る
有
識
者

や
地
域
の
国
有
林
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
お
願
い

し
、
様
々
な
意
見
を
引
き
出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

計
画
区
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
ま
す

が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
観
光
化
し

す
ぎ
ず
、
自
然
を
守
る
対
策
や
広
葉
樹
林
の
増

加
を
希
望
す
る
」「
民
国
連
携
し
な
が
ら
森
林

施
業
を
進
め
て
ほ
し
い
」「
長
期
的
な
視
点
に

立
ち
森
林
整
備
を
進
め
る
こ
と
」「
国
有
林
に

つ
い
て
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を
す
べ
き
で
あ
る
」
等
の

意
見
が
出
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
地
域
の
意
見
・
要
望
は
、

こ
れ
か
ら
の
森
林
計
画
の
策
定
作
業
に
活
か

し
、
よ
り
良
い
計
画
と
な
る
よ
う
、
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
北
信
署
］
十
月
二
十
六
日（
火
）・
二
十
七
日

（
水
）
の
両
日
、
飯
山
市
立
城
北
中
学
校
二
年

生
六
名
が
職
場
体
験
学
習
の
た
め
に
当
署
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
学
校
教
育
活
動
の
一
環
で
、

各
職
場
を
訪
問
し
、
そ
の
仕
事
を
体
験
す
る

中
で
将
来
の
進
路
選
択
の
一
助
と
す
る
た
め

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

体
験
初
日
は
、
職
員
か
ら
二
時
間
程
度
日

本
の
森
林
・
林
業
及
び
森
林
管
理
署
の
仕
事

に
つ
い
て
総
体
的
な
説
明
を
受
け
た
後
、
高

社
山
国
有
林
の
高
性
能
林
業
機
械
を
使
用
し

た
ス
ギ
、
カ
ラ
マ
ツ
素
材
生
産
事
業
箇
所
等

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
倒
作

業
や
ス
ウ
ィ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
ー
に
よ
る
集
材
作

業
、
さ
ら
に
伐
倒
さ
れ
た
木
が
プ
ロ
セ
ッ
サ
に

よ
り
丸
太
に
さ
れ
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
に
よ
り
土
場

ま
で
搬
出
さ
れ
る
の
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と

と
も
に
、
実
際
に
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
木
を
伐

倒
す
る
体
験
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
午
前
中
は
、
時
折
雪
が
降
る
中
、

多
様
な
森
林
が
広
が
る
戸
隠
・
大
峰
自
然
休
養

林
内
の
戸
隠
森
林
植
物
園
な
ど
を
二
時
間
程
か

け
て
散
策
し
、
森
の
空
気
、
木
の
香
り
等
を
肌

で
感
じ
な
が
ら
、
森
林
の
生
態
・
機
能
を
学
び

ま
し
た
。
午
後
は
、
長
野
市
に
あ
る
北
信
木
材

生
産
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合
に
て
、
丸
太
の
は
い

積
み
作
業
や
プ
レ
カ
ッ
ト
製
品
を
見
な
が
ら
、

木
材
の
流
通
や
加
工
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

後
日
、
生
徒
、
学
校
か
ら
お
礼
の
手
紙
が
届

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

林業機械に見入る中学生

懇談会の様子（神通川森林計画区） 現地見学会の様子（飛騨川森林計画区）

木材の流通加工について学ぶ


